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■令和７年第２回定例会で審査した請願・陳情の結果

■賛否一覧表

請願２ 採択義務教育費国庫負担制度の堅持を求める請願
大分県教職員組合由布支部
執行委員長　高尾　行一

請願３ 採択請願書（地方財政の充実・強化に関する意見書）
大分県地方自治研究センター
理事長　中山　敬三

請願４ 趣旨採択2025年度大分県最低賃金の改正等に関する意見書の請願
連合大分　中部地域協議会
議長　利光　吉広

陳情３ 継続審査
過疎地に合った運行方法と経費で、高齢者・生徒が必要とす
るときに必要な所を走るように見直してほしい(陳情)
～「ハブ＆スポーク」と「ユータク」の提案～

もっと便利なコミュニティバスを考える会
代表　千竃　八重子

［令和７年第２回定例会］ 
※〇＝賛成、●＝反対、除＝除斥　　議長（甲斐裕一）は採決に加わらない。
※その他の上程された議案については、全員一致で認定・承認・同意・可決した。
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農業生産に係る消費税および食料
品消費税撤廃を求める意見書

ゆたかな学びの実現と教職員定数
の改善及び義務教育費国庫負担制
度の堅持を求める意見書

由布市議会議長甲斐裕一氏の不信
任決議案
※議長が除斥のため、副議長
（佐藤孝昭）により議事進行

由布市議会ホームページ
議会広報
編集特別
委員会

委員長 副委員長

次の由布市議会は９月４日（木）に開会予定です（令和７年第３回定例会）
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Contents

由布市議会に関する情報を
随時お届けします！

区　分 件　名 代表提出者 結　果

田中真理子　渕野けさ子　加藤　幸雄
太田洋一郎　加藤　裕三　田中　廣幸
坂本　光広

由布市議会だよりNo.78の掲載内容につきまして、2ページの表記に誤りがございました。正しくは、次のとおりです。お詫
びして訂正いたします。【誤】ポイ捨て防止事業6,786万円→【正】ポイ捨て防止事業679万円

議員は公職選挙法に基づき
以下の行為は

禁止されております。 　今年の梅雨は、例年と違っ
て雨が無くいつの間にか明けていた。ただ、この暑さ
は異常としか思えないくらい、夏はこれからなのに。
　先日、漫画「私が見た未来」の内容がSNSなどで拡
散されたことがきっかけかは分かりませんが、あんな
に賑わっていた湯布院に観光客がいなくなっていまし
た。湯布院だけではないと思いますが、平成28年の大
分地震の状況を思い出します。日常に戻ることを願っ
ています。さて、由布市が誕生して20周年を迎えま
す。記念事業等も予定されていますが、由布市の未来
に向け、更なる飛躍を目指し日々努力していきたい。

加藤 裕三 

編 集 後 記

●地域の行事やスポーツ大会への
　寄附や差し入れ
●お祭りへの寄附や差し入れ
●お中元やお歳暮
●年賀状や暑中見舞いなど時候の挨拶
●病気見舞い
●葬式の花輪や供花
●本人が出席しない場合の結婚祝や香典
●初盆のお供えやご仏前

市民の皆様のご理解を
よろしくお願いいたします。

特集 2025年由布市こども未来議会　由布高校生×由布市議会



由布市こども未来議会 一般質問由布市こども未来議会

・なかなか町が変わらないことを不満に思ってい
たが、今回のことで議会の大変さを知れました。
・議会の方と直接話すことがなかったので、知るこ
とができなかったことを知れてよい機会になりま
した。
・知らなかった政策などを知れて良かった。「なる
ほど」をたくさん感じられた。
・とても楽しかった。いろいろな企画が知れた。何
度もするべき。
・一つの案から様々な意見が生まれ、発展してい
くのを感じて議会の凄さがよく伝わりました。

2025年由布市こども未来議会

由布高校生由布高校生 由布市議会由布市議会

　由布市議会では、由布市の未来を担う子どもたちが身近な市政や市議会
についての仕組みや役割を学び、由布市の将来についての考えを議会とい
う場で提案することにより、市政や議会活動、まちづくりに関心を持って
もらうことを目的として、令和6年からこども未来議会を行っています。
　2年目となる今年は、7月8日市内唯一の高校の由布高校から14名が参
加し、議長のあいさつの後に委員会室で意見交換会を行い、最後に市役所
本会議場で話し合ったことを発表しました。

① 開会式（委嘱状交付）
② 意見交換会（委員会形式）
③ こども未来議会開会
④ 委員会発表（３委員会）
⑤ こども未来議会閉会
⑥ 集合写真・散会

意見交換会（委員会形式）では、各委員会で活発な意見交換が行われ、高
校生の目線での貴重な意見を聞くことができました。

由布高校がある庄内地域の過疎化や現状に触れ、
過疎脱却に向けてにぎやか・人気になるアイデ
ア、あったらいいな小野屋商店街での居場所づく
り、利便性のいいところの農地は可能であればぜ
ひ商業地になどのご提言をいただきました。

大塚圭太議員・花岡晴香議員・平野里緒議員・岡崎楓議員

テーマ 庄内をにぎやかに

テーマ ゴミ問題を解決しよう

テーマ 由布市の出生率を上げよう
全国的にも問題になっている少子化の問題を取
り上げ、由布市の出生率を上げるために由布市
の現状の政策に触れ、他の自治体で取り組んで
いる子育て用品の支給政策や無料託児所、一時
預かり託児所政策など、解決策へのご提言をい
ただきました。

湯布院湯の坪街道のごみ問題をテーマに取り上げ、
インバウンドで切実な問題の構造分析や因果関係を
考え、木のボウルをテイクアウトの容器として販売
し、買った人の代金を割引き、思い出の品として持
ち帰ってもらうといいとのご提言をいただきました。

高校生からの感想（アンケートより） 実行委員長より（佐藤孝昭副議長）
　3委員会とも高校生ならではの若い鋭い着眼点で由布市や日
本全体の問題の現状・状況をしっかりととらえ、調査や資料をも
とに分析し、ご提言してくださった事がよくわかる内容でした。
私たち議員も皆様から新たな視点とふるさとへの思い、そして
若いエネルギーを吸収し、心新たに由布市の魅力と課題を見つ
め直したいと思います。最後にこども未来議会は主権者教育と
若者の視点を行政に生かすことを目的に由布高校の皆様にご理
解をいただき開催することができました。これからも由布市の学
校に通う若者の柔軟な発想力や、アイデアを議会活動で生かせ
るよう、若者がふるさとに魅力
と誇りシビックプライドを持て
るようなまちづくりを目指し
て、20周年そしてこれからの
新時代を切り開いていきたい
と思います。ともに輝かしい由
布市を作ってまいりましょう。

総務委員会

佐藤懿好議員・三上紗英議員・小野葵議員・小原喜花議員・竹尾彩楽議員教育民生委員会

後藤奏永議員・麻生翔也議員・北林美凰議員・廣田逞真議員・佐藤千華議員産業建設委員会

当日のプログラム

由布市議会由布市議会

由布高校生由布高校生
第2弾特集

小原喜花議長小原喜花議長
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最後は全員で写真撮影
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由布市こども未来議会 一般質問由布市こども未来議会
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定例会概要・不信任案 一般質問議案質疑

★専決処分の主なもの
入湯税の超過課税分の基金積立　105万4千円　※入湯税実績による補正

★議案の主なもの
議案第68号　由布市定住促進宅地の無償譲渡に関する条例の制定
※庄内地区に定住人口の増加を図るため、市が造成した宅地12区画

★補正予算の主なもの

本会議でこのようなことが決まりました。

・若者定住住宅推進事業（造成工事）　　　　 2億8千992万7千円
・農業施設災害復旧事業（令和6年災害分）　10億8千989万8千円
・物価高騰緊急対応事業（ゴミ袋無料配布）　　　1千220万9千円

◎９月議会での「決算特別委員会」を設置　委員長　佐藤孝昭　副委員長　太田洋一郎

甲斐裕一議長の不信任案が提出される

　6月16日（月曜日　議会第2日）に議長不信任案決
議を髙田龍也議員が提出者となり審議される（賛同者
4名）。甲斐議長から申し出があり一身上の弁明を行っ
たのち、3名の議員が賛成・反対の討論を行った。

　　　　　　議長は、独断専行で特定の団体との協
議を進め、由布市議会開会中にもかかわらず、勉強
会と称し、議会全員に参集を催告した。これは、憲
法15条にある「すべて公務員は、全体の奉仕者で
あって、一部の奉仕者ではない。」に著しく違反し
ている。また、私に電話で特定の団体からの封書に
ついて賛否の回答をするようにと迫った。これは、
由布市議会基本条例、第8章政治倫理、議員の政治
倫理に違反している。

　　　　　　　甲斐裕一議長
　今後は、議会法令、由布市議会基本条例に基づ
き、自らの言動には注意し、全神経を注ぎ、議長職
を務めてまいりたいと思いますので、そのために
は、議員一人一人との対話を十分に図り、議会の運
営を円滑に進めてまいりたいと考えております。

　　  坂本光広議員
　全員協議会の中で、議長が団体に出向き、特定の
業者と話をしたように言われた。このような発言が
軽率である。

　　  渕野けさ子議員
　この問題は、全協で議長一任という形で終わった
と思います。また、議員それぞれが個々に対処と言
われた。任期もあと4か月ということでもあり、
重々に注意し、議員全員の意見を酌み取るよう努力
してもらいたい。

　　  加藤幸雄議員
　中立性、公平性と、難題はあると思いますが、や
はり議運の委員長や副議長と相談しながら議員に教
えていただければ、このような事態にはならなかっ
たと思います。

※由布市定住促進宅地造成イメージ図※由布市定住促進宅地造成イメージ図

Q由布市定住促進宅地の無償譲渡について移住者
（由布市外）が対象ですが、残った場合由布市民
も対象になるとのことですが、変更していく時期
は。また、細則が必要では。

A事業の進捗状況より由布市民も対象としていく時
期、募集の状況を加味しながら判断していきたい
と考えている。また、条例に規定できなかった事
項については、規則や、募集要項等を通じて対応
することにしている。

Q議会の議決に付すべき契約につき軽易な変更に限
り、議決不要にしたいとなっていますが議会に対
しての報告等は、必要ではないか。

A10分の1以内は議決を要しないということでお
願いをしたい。その場合は、各議会開催時に、
5,000万円以上の契約と同じように、行政報告の
中で報告をさせていただく。

Q物価高騰緊急対応事業でゴミ袋配布はどのように
するのか。

A８月中にハガキにて約１万6,000世帯に配り１世帯
に１セット（30枚）配布を行う。

　引き換え開始は9月1日の予定で、今回は大・小・
特小それぞれ選べるようにしている。

Q由布院駅100周年記念事業について事業内容は。
A100人による1日駅長としてゆふいんの森2号の出
発式、由布院神楽保存会による講演、かんぱち・
いちろく号試乗会、バイオリン演奏会、そして基
調講演等を予定している。

Q農業用施設災害復旧事業について、申請が遅れてる
方がいる場合はどうなるのか。

A災害申請については、発災から国への確定報告
が、3週間以内となっている。

　報告した分しか、国の災害事業の対象にはなら
ず、以降については、国の災害事業の対象外とな
る。また、極力そういうことがないよう皆さんに
市に報告していただくよう周知していく。

議長不信任案決議 討 論
賛成

賛成

一身上の弁明

動議の主旨 反対

令和７年第２回定例会概要
　令和7年第2回定例会は6月12日に開会し6月27日までの16日間開催され、提案された報告15件、承認4件、
議案10件、請願3件、陳情1件、発議4件を審議しました。そのうち請願2件を採択、1件を趣旨採択、陳情1件
を継続とし議案等は原案どおり承認・可決しました。

議案質疑

採決の結果
賛成５、反対10で否決となりました。
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定例会概要・不信任案 一般質問議案質疑

★専決処分の主なもの
入湯税の超過課税分の基金積立　105万4千円　※入湯税実績による補正

★議案の主なもの
議案第68号　由布市定住促進宅地の無償譲渡に関する条例の制定
※庄内地区に定住人口の増加を図るため、市が造成した宅地12区画

★補正予算の主なもの

本会議でこのようなことが決まりました。

・若者定住住宅推進事業（造成工事）　　　　 2億8千992万7千円
・農業施設災害復旧事業（令和6年災害分）　10億8千989万8千円
・物価高騰緊急対応事業（ゴミ袋無料配布）　　　1千220万9千円

◎９月議会での「決算特別委員会」を設置　委員長　佐藤孝昭　副委員長　太田洋一郎

甲斐裕一議長の不信任案が提出される

　6月16日（月曜日　議会第2日）に議長不信任案決
議を髙田龍也議員が提出者となり審議される（賛同者
4名）。甲斐議長から申し出があり一身上の弁明を行っ
たのち、3名の議員が賛成・反対の討論を行った。

　　　　　　議長は、独断専行で特定の団体との協
議を進め、由布市議会開会中にもかかわらず、勉強
会と称し、議会全員に参集を催告した。これは、憲
法15条にある「すべて公務員は、全体の奉仕者で
あって、一部の奉仕者ではない。」に著しく違反し
ている。また、私に電話で特定の団体からの封書に
ついて賛否の回答をするようにと迫った。これは、
由布市議会基本条例、第8章政治倫理、議員の政治
倫理に違反している。

　　　　　　　甲斐裕一議長
　今後は、議会法令、由布市議会基本条例に基づ
き、自らの言動には注意し、全神経を注ぎ、議長職
を務めてまいりたいと思いますので、そのために
は、議員一人一人との対話を十分に図り、議会の運
営を円滑に進めてまいりたいと考えております。

　　  坂本光広議員
　全員協議会の中で、議長が団体に出向き、特定の
業者と話をしたように言われた。このような発言が
軽率である。

　　  渕野けさ子議員
　この問題は、全協で議長一任という形で終わった
と思います。また、議員それぞれが個々に対処と言
われた。任期もあと4か月ということでもあり、
重々に注意し、議員全員の意見を酌み取るよう努力
してもらいたい。

　　  加藤幸雄議員
　中立性、公平性と、難題はあると思いますが、や
はり議運の委員長や副議長と相談しながら議員に教
えていただければ、このような事態にはならなかっ
たと思います。

※由布市定住促進宅地造成イメージ図※由布市定住促進宅地造成イメージ図

Q由布市定住促進宅地の無償譲渡について移住者
（由布市外）が対象ですが、残った場合由布市民
も対象になるとのことですが、変更していく時期
は。また、細則が必要では。
A事業の進捗状況より由布市民も対象としていく時
期、募集の状況を加味しながら判断していきたい
と考えている。また、条例に規定できなかった事
項については、規則や、募集要項等を通じて対応
することにしている。

Q議会の議決に付すべき契約につき軽易な変更に限
り、議決不要にしたいとなっていますが議会に対
しての報告等は、必要ではないか。
A10分の1以内は議決を要しないということでお
願いをしたい。その場合は、各議会開催時に、
5,000万円以上の契約と同じように、行政報告の
中で報告をさせていただく。

Q物価高騰緊急対応事業でゴミ袋配布はどのように
するのか。
A８月中にハガキにて約１万6,000世帯に配り１世帯
に１セット（30枚）配布を行う。

　引き換え開始は9月1日の予定で、今回は大・小・
特小それぞれ選べるようにしている。

Q由布院駅100周年記念事業について事業内容は。
A100人による1日駅長としてゆふいんの森2号の出
発式、由布院神楽保存会による講演、かんぱち・
いちろく号試乗会、バイオリン演奏会、そして基
調講演等を予定している。

Q農業用施設災害復旧事業について、申請が遅れてる
方がいる場合はどうなるのか。
A災害申請については、発災から国への確定報告
が、3週間以内となっている。
　報告した分しか、国の災害事業の対象にはなら
ず、以降については、国の災害事業の対象外とな
る。また、極力そういうことがないよう皆さんに
市に報告していただくよう周知していく。

議長不信任案決議 討 論
賛成

賛成

一身上の弁明

動議の主旨 反対

令和７年第２回定例会概要
　令和7年第2回定例会は6月12日に開会し6月27日までの16日間開催され、提案された報告15件、承認4件、
議案10件、請願3件、陳情1件、発議4件を審議しました。そのうち請願2件を採択、1件を趣旨採択、陳情1件
を継続とし議案等は原案どおり承認・可決しました。

議案質疑

採決の結果
賛成５、反対10で否決となりました。
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委員会報告 一般質問委員会報告

　改正の主な内容は、軽自動車税（種別割）におい
て新たに「新基準原付」の区分を設け、年額を2千
円とするものです。
　また、新築から20年以上経過したマンションで、
長寿命化のための大規模改修工事を実施したものに
ついて、市が要件に該当すると認められた場合に
は、当該マンションの区分所有者からの減税措置が
適用されることになりました。
　さらに、令和2年7月豪雨による被災者支援として
講じられている課税の特例措置について、その適用
期間を2年延長されます。
　これらの改正はいずれも法改正に伴うものです。

　新築工事に係る建設工事請負仮契約を本契約にす
るために議会の議決を求めるものです。
　令和7年5月19日に要件設定型一般競争入札が執
行され、佐々木建設株式会社が2億462万6,400円
（消費税含む）で落札し、5月22日に仮契約が締結
されました。
　委員会からは、工期内に工事を完了させることは
もとより、工事期間中の子供たちの安全確保に努め
ること、また、施行に際し瑕疵が発生しないよう厳
格な施工管理を徹底するよう意見を付しました。

　市有地の旧寿楽苑跡地を有効活用し、特に庄内地
域における人口減少の抑制と活性化を図ることを目
的に、若者世帯等の定住促進を目的とする宅地の無
償譲渡に関する制度を整備し、その手続き等の必要
な事項を定めた条例を制定するものです。
　委員会では、無償譲渡に関し、公平性の確保や既
存市民との関係性、居住義務の履行に対する懸念が
示されました。
　また、犯罪防止や地域の安全・安心な環境づくり
にも十分に配慮し、条例制定後も要綱等でより詳細
な運用ルールを定める必要があるとの意見が出まし
た。
　加えて、地域経済の活性化につながるような取り
組みの検討を求める声や、取得された宅地が本来の
目的に沿って活用されているか継続的に確認するた
めのチェック体制を構築するようとの意見も出まし
た。

　歳入歳出予算にそれぞれ15億3,548万6千円を追
加し、総額を261億3,932万円とするものです。
　「若者定住住宅推進事業」2億8,992万7千円につ
いては、旧寿楽苑跡地を宅地に整備するための工事
請負費と分筆登記等に係る費用です。
　次に、「定額減税補足額給付事業」7,729万7千
円については、令和6年度に実施された定額減税に
おいて、調整給付を上回る不足分が生じた世帯に追
加給付を行うものです。
　委員会では、「若者定住住宅推進事業」につい
て、費用を要する事業であることから、細心の注意
を払い着実に推進するとともに、今後予定される第
2、第3の事業計画も進めるよう意見が出されまし
た。

　「由布市国民健康保険税条例の一部を改正する条例」
　地方税法施行令の改正が行われたことによるもの
で、賦課限度額と被保険者均等割額及び世帯別平等
割額を軽減する所得判定基準が見直され、緊急を要
したことから、承認を求めるものです。

　歳入の主なものとして、教育費県補助金のうち、
学校・家庭・地域による「学びの未来」創造事業費
補助金97万6千円の減額は、市の当初予算額と、県
からの内示額の差額を調整するものです。
　歳出の主なものとして、公民館連携事業195万3
千円の増額は、はさま未来館の自家用発電設備に不
具合が生じたため、修繕を要することによるもので
す。

　市所有（湯布院町川西）の公衆用道路を市道とし
て管理するものです。

　歳入の主なものとして、耕地災害復旧事業789万
9千円の減額は、負担率が当初想定より下がったた
め。農業用施設災害復旧事業は、一部の工事費増額
と、補助率が増高申請により当初想定より上がった
ためです。
　歳出の主なものとして、道路整備事業（過疎対策
事業）7,870万円の増額は仁瀬小袋線道路改良工事
費。公共土木施設災害復旧事業946万円の増額は、
竜王平芝尾線の水道管仮設工事費です。

　

　収益的支出の旅費は、滞納整理の対象件数が増え
たため、県外裁判所出頭に関する費用の増額です。
　委員会からは、滞納整理の専門的な人員を増やし
たらどうかとの意見がでました。

　
　歳出における、物価高騰緊急対応事業1,220万9
千円の増額は、1世帯当たり1セット（30枚）のゴ
ミ袋を配布し、家計を支援するものです。
　委員会からは、引換券郵送の際に配布場所の周知
を確実に行うようにとの意見がでました。

教育民生常任委員会総務常任委員会

由布市税条例の一部が変わりました

くすのき児童クラブ新築へ

人口減少にブレーキ

令和7年度由布市一般会計補正予算（第1号）

専決処分の承認を求めることについて 令和7年度由布市一般会計補正予算（第1号）

産業建設常任委員会

市道路線（第2ゆふ浄苑線）の認定について

令和7年度由布市一般会計補正予算（第1号）

令和7年度由布市水道事業会計補正予算（第1号）

令和7年度由布市一般会計補正予算（第2号）

収益的収入 30万円 8億8,151万4千円
収益的支出 187万3千円 8億5,998万7千円
資本的収入 2,750万円 6億  893万3千円
資本的支出 2,778万円 9億1,539万5千円

補　正　額 総　額
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委員会報告 一般質問委員会報告

　改正の主な内容は、軽自動車税（種別割）におい
て新たに「新基準原付」の区分を設け、年額を2千
円とするものです。
　また、新築から20年以上経過したマンションで、
長寿命化のための大規模改修工事を実施したものに
ついて、市が要件に該当すると認められた場合に
は、当該マンションの区分所有者からの減税措置が
適用されることになりました。
　さらに、令和2年7月豪雨による被災者支援として
講じられている課税の特例措置について、その適用
期間を2年延長されます。
　これらの改正はいずれも法改正に伴うものです。

　新築工事に係る建設工事請負仮契約を本契約にす
るために議会の議決を求めるものです。
　令和7年5月19日に要件設定型一般競争入札が執
行され、佐々木建設株式会社が2億462万6,400円
（消費税含む）で落札し、5月22日に仮契約が締結
されました。
　委員会からは、工期内に工事を完了させることは
もとより、工事期間中の子供たちの安全確保に努め
ること、また、施行に際し瑕疵が発生しないよう厳
格な施工管理を徹底するよう意見を付しました。

　市有地の旧寿楽苑跡地を有効活用し、特に庄内地
域における人口減少の抑制と活性化を図ることを目
的に、若者世帯等の定住促進を目的とする宅地の無
償譲渡に関する制度を整備し、その手続き等の必要
な事項を定めた条例を制定するものです。
　委員会では、無償譲渡に関し、公平性の確保や既
存市民との関係性、居住義務の履行に対する懸念が
示されました。
　また、犯罪防止や地域の安全・安心な環境づくり
にも十分に配慮し、条例制定後も要綱等でより詳細
な運用ルールを定める必要があるとの意見が出まし
た。
　加えて、地域経済の活性化につながるような取り
組みの検討を求める声や、取得された宅地が本来の
目的に沿って活用されているか継続的に確認するた
めのチェック体制を構築するようとの意見も出まし
た。

　歳入歳出予算にそれぞれ15億3,548万6千円を追
加し、総額を261億3,932万円とするものです。
　「若者定住住宅推進事業」2億8,992万7千円につ
いては、旧寿楽苑跡地を宅地に整備するための工事
請負費と分筆登記等に係る費用です。
　次に、「定額減税補足額給付事業」7,729万7千
円については、令和6年度に実施された定額減税に
おいて、調整給付を上回る不足分が生じた世帯に追
加給付を行うものです。
　委員会では、「若者定住住宅推進事業」につい
て、費用を要する事業であることから、細心の注意
を払い着実に推進するとともに、今後予定される第
2、第3の事業計画も進めるよう意見が出されまし
た。

　「由布市国民健康保険税条例の一部を改正する条例」
　地方税法施行令の改正が行われたことによるもの
で、賦課限度額と被保険者均等割額及び世帯別平等
割額を軽減する所得判定基準が見直され、緊急を要
したことから、承認を求めるものです。

　歳入の主なものとして、教育費県補助金のうち、
学校・家庭・地域による「学びの未来」創造事業費
補助金97万6千円の減額は、市の当初予算額と、県
からの内示額の差額を調整するものです。
　歳出の主なものとして、公民館連携事業195万3
千円の増額は、はさま未来館の自家用発電設備に不
具合が生じたため、修繕を要することによるもので
す。

　市所有（湯布院町川西）の公衆用道路を市道とし
て管理するものです。

　歳入の主なものとして、耕地災害復旧事業789万
9千円の減額は、負担率が当初想定より下がったた
め。農業用施設災害復旧事業は、一部の工事費増額
と、補助率が増高申請により当初想定より上がった
ためです。
　歳出の主なものとして、道路整備事業（過疎対策
事業）7,870万円の増額は仁瀬小袋線道路改良工事
費。公共土木施設災害復旧事業946万円の増額は、
竜王平芝尾線の水道管仮設工事費です。

　

　収益的支出の旅費は、滞納整理の対象件数が増え
たため、県外裁判所出頭に関する費用の増額です。
　委員会からは、滞納整理の専門的な人員を増やし
たらどうかとの意見がでました。

　
　歳出における、物価高騰緊急対応事業1,220万9
千円の増額は、1世帯当たり1セット（30枚）のゴ
ミ袋を配布し、家計を支援するものです。
　委員会からは、引換券郵送の際に配布場所の周知
を確実に行うようにとの意見がでました。

教育民生常任委員会総務常任委員会

由布市税条例の一部が変わりました

くすのき児童クラブ新築へ

人口減少にブレーキ

令和7年度由布市一般会計補正予算（第1号）

専決処分の承認を求めることについて 令和7年度由布市一般会計補正予算（第1号）

産業建設常任委員会

市道路線（第2ゆふ浄苑線）の認定について

令和7年度由布市一般会計補正予算（第1号）

令和7年度由布市水道事業会計補正予算（第1号）

令和7年度由布市一般会計補正予算（第2号）

収益的収入 30万円 8億8,151万4千円
収益的支出 187万3千円 8億5,998万7千円
資本的収入 2,750万円 6億  893万3千円
資本的支出 2,778万円 9億1,539万5千円

補　正　額 総　額
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意見書・一般質問 一般質問一般質問

坂本 光広 議員

これまで成果があった地方創生の取り組みを継承し
つつ、地域コミュニティを維持するための拠点づく
り、防災力の強化、AI、デジタルなどの新技術の活
用、広域連携による生活関連サービスの向上など、
新しい地方経済、生活環境創生交付金など活用し、
進めていきたい。

今後の地方創生の充実に向けどのように検討してい
くのか。

Q

A

新規就農者の確保を重点に取り組んでいる。ファー
マースクール、スタートアップ圃場、いちごやネギ
を主に5年間で36人、水稲1人、梨の担い手確保に5
年間で4組、市独自の産地づくりに唐辛子、ハトム
ギの助成を行っている。地域計画を活用し、担い手
への農地の集約等の取組みを進め持続可能な農業、
農村の支援に努めていく。

持続可能な農業の取り組み、地域計画の今後について。Q

A

「今後の地方創生の充
実に向けどのように検
討していくのか」　他

田中 真理子 議員

佐藤 人已 議員

加藤 幸雄 議員 加藤 裕三 議員

※この他、多様化する教育現場、生きる力をはぐくむ学校
教育の推進について

既存の公衆トイレでは大型連休など行列ができるな
ど、現状に対応が出来ていない。今後は、「環境、
観光振興基金」を公衆トイレ整備にあてる検討を始
めている。また、トイレマナーの向上に向けた啓発
等にも取り組む。また、ホテル開発は条例、観光基
本計画等の基準により、部屋数等の総量の調整が行
われている。

湯布院観光（トイレ及びホテル等建設対策）について。Q
A

本年度、挾間中学校の体育館大規模改修でエアコン
設置工事を行う。夏場の熱中症対策また、災害時の
避難所の観点から必要性は認識している。今後は文
部科学省交付金を活用し整備していきたい。水銀灯
は製造中止になることからLED化を優先的に進めて
いきたい。

※その他「安全・安心な地域づくりについて」

学校施設の環境整備（エアコン、LED照明）について。Q
A

「湯布院観光（トイレ及
びホテル等建設対策）
について」　他

73か所の避難所があり、災害の状況に応じて開設し
ています。自助、共助、公助の連携が安心・安全に繋
がります。観光客に対しては、湯布院地域の観光協
会、旅館組合に避難所への誘導をお願いしています。

自然災害の避難場所は確保されていますか。Q
A

規模によりますが、地域に給水車等の手配を行って
います。

大規模災害時の給水はどうなっていますか。Q
A

水分補給等が出来る箇所が市内21か所にあります。
今後も各事業所に協力依頼を行い増やしていきたい
と思っています。

企業に熱中症対策が義務付けられました。由布市の
対応は。

Q

A

10月から、庄内駅・小野屋駅から市役所や病院等を循
環する周遊バスの試験的な導入を予定しています。

JR駅から市役所までのシャトルバスを運行しませんか。Q
A

潤いのある町づくり条例に沿って、地域に合った大
きさ、形で建てていると思います。事業を長く続け
て欲しいと指導しています。

今、建設ラッシュになっていますが、何らかの関係
で、廃墟になった時の対応は。

Q

A

「自然災害の避難場所
は確保されていますか」
　他

災害協定は、38の企業、団体と協定を締結しており
ます。連携協定は、17社と協定を締結しています。

災害協定や連携協定等、団体や企業と何件の協定を
結んでおりますか。

Q

A

全ての企業、団体と定期的な話合いを行っているわ
けではございません。協定内容の見直し、また必要
が生じた場合に、不定期になりますけれども協議を
行っているところです。

協定を結んだ団体や企業と定期的な話合い等は行わ
れているでしょうか。

Q

災害の時はどのように連絡をされていますか。Q

A

建設関係で災害協定を結んでいる団体は3団体、47
社あります。災害が起きたと覚知した後、職員が実
際何がどう起きているか確認し、その上で、災害協
定を結んでいる団体等の支部長さん、または地域に
近い事業者さんに連絡をさせていただいて、対応が
できるかどうかという返事を先にいただき、対応が
できなければ、また違うところを探しています。

A

「災害協定・連携協定に
ついて」　他

農業生産に係る消費税及び食料品消費税撤廃を求める意見書

Q渕野けさ子議員は、軽減税率（8％）
との関係、建設・製造業など他産業も
重い負担を抱える中で農業限定とする

妥当性を質問。
A佐藤人己議員は、深掘り議論までは至らずと答弁。
A髙田龍也議員が、食料は生存必需品。生産・販売
両段階の消費税を外せば物価を抑え、農家と消費
者双方を守れると補足。
Q田中真理子議員は、税率を8％から5％や3％へ段
階的に下げる案の有無、米以外の食料品の扱いを
質す。
A髙田龍也議員は、国内農業者支援を最優先に設計
した。全品目撤廃を求めるが、象徴的に米を明示
したと説明。

反対：渕野けさ子議員は、農業支援は賛
同するが、税制だけでなく人材不足対策
や所得補償など総合策が不可欠。消費税

の拙速な撤廃は慎むべきと主張。
賛成：髙田龍也議員は、物価高と高齢化で農業は
待ったなし。まず税を取らず資金繰りを楽にし、若
者就農の誘因にもなる。地方から減税を訴える意義
は大きいと強調。

令和7年6月27日定例会。発議第3号「農業生産に係る消費税及び食料品消費税撤廃を求める
意見書」を佐藤人已議員が上程し、委員会付託を省略して全員審議へ。

質疑 討論
台風10号については、由布市全体で647件、国から
災害査定を受けております。現在、農道や水路を中
心に発注を進めております。令和7年8月以降の契約
に向けて準備を進めています。申請者の負担につい
ては工事費に農地であれば2.2％、施設であれば
0.3％を乗じた額となります。今後も状況報告、補助
率と負担率等々のお知らせをしていきます。

台風10号により被害に遭った農家の対応は。Q
A

要望は134件あります。計画的な対応を検討中であ
ります。

市道路線の要望に対しての処理は。Q
A

柚ノ木地区導水管管理道路舗装工事の状況について
令和7年1月30日に竣工し、終了しています。令和7
年分も工事をしてまいります。

東部簡易水道について。Q
A

1.2メートルの柵を100メートル単位で三分の二の
補助があります。

イノシシ対策の金網について。Q
A

「台風10号により被害に
遭った農家の対応」　他

市
政
を
問
う

一
般
質
問

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

採決の結果
賛成12反対5で可決。
意見書は衆参議長ほか政府関係閣僚へ送付した。

●加藤 幸雄　議員　「自然災害の避難場所は確
保されていますか」　他

●佐藤 人已　議員　「台風10号により被害に
遭った農家の対応」　他

●坂本 光広　議員　「災害協定・連携協定につ
いて」　他

●加藤 裕三　議員　「湯布院観光（トイレ及びホ
テル等建設対策）について」　他

●田中 真理子　議員　「今後の地方創生の充実
に向けどのように検討していくのか」　他

●志賀 輝和　議員　「子ども子育て支援策につ
いて」　他

●平松 惠美男　議員　「由布市の水道事業の今
後について」　他

●佐藤 孝昭　議員　「由布市のスポーツ振興と
施設について」　他

●渕野 けさ子　議員　「挾間中学校体育館の大
規模改修について」　他

●佐藤 郁夫　議員　「庄内地域の幼稚園、小中学
校の規模及び配置の適正化の進捗状況は」　他

●髙田 龍也　議員　「市が貸与する土地は地価
変動時に契約変更できるのか」　他

●太田 洋一郎　議員　「宿泊税導入に向けた準
備はどこまで進んでいる」　他
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意見書・一般質問 一般質問一般質問

坂本 光広 議員

これまで成果があった地方創生の取り組みを継承し
つつ、地域コミュニティを維持するための拠点づく
り、防災力の強化、AI、デジタルなどの新技術の活
用、広域連携による生活関連サービスの向上など、
新しい地方経済、生活環境創生交付金など活用し、
進めていきたい。

今後の地方創生の充実に向けどのように検討してい
くのか。

Q

A

新規就農者の確保を重点に取り組んでいる。ファー
マースクール、スタートアップ圃場、いちごやネギ
を主に5年間で36人、水稲1人、梨の担い手確保に5
年間で4組、市独自の産地づくりに唐辛子、ハトム
ギの助成を行っている。地域計画を活用し、担い手
への農地の集約等の取組みを進め持続可能な農業、
農村の支援に努めていく。

持続可能な農業の取り組み、地域計画の今後について。Q

A

「今後の地方創生の充
実に向けどのように検
討していくのか」　他

田中 真理子 議員

佐藤 人已 議員

加藤 幸雄 議員 加藤 裕三 議員

※この他、多様化する教育現場、生きる力をはぐくむ学校
教育の推進について

既存の公衆トイレでは大型連休など行列ができるな
ど、現状に対応が出来ていない。今後は、「環境、
観光振興基金」を公衆トイレ整備にあてる検討を始
めている。また、トイレマナーの向上に向けた啓発
等にも取り組む。また、ホテル開発は条例、観光基
本計画等の基準により、部屋数等の総量の調整が行
われている。

湯布院観光（トイレ及びホテル等建設対策）について。Q
A

本年度、挾間中学校の体育館大規模改修でエアコン
設置工事を行う。夏場の熱中症対策また、災害時の
避難所の観点から必要性は認識している。今後は文
部科学省交付金を活用し整備していきたい。水銀灯
は製造中止になることからLED化を優先的に進めて
いきたい。

※その他「安全・安心な地域づくりについて」

学校施設の環境整備（エアコン、LED照明）について。Q
A

「湯布院観光（トイレ及
びホテル等建設対策）
について」　他

73か所の避難所があり、災害の状況に応じて開設し
ています。自助、共助、公助の連携が安心・安全に繋
がります。観光客に対しては、湯布院地域の観光協
会、旅館組合に避難所への誘導をお願いしています。

自然災害の避難場所は確保されていますか。Q
A

規模によりますが、地域に給水車等の手配を行って
います。

大規模災害時の給水はどうなっていますか。Q
A

水分補給等が出来る箇所が市内21か所にあります。
今後も各事業所に協力依頼を行い増やしていきたい
と思っています。

企業に熱中症対策が義務付けられました。由布市の
対応は。

Q

A

10月から、庄内駅・小野屋駅から市役所や病院等を循
環する周遊バスの試験的な導入を予定しています。

JR駅から市役所までのシャトルバスを運行しませんか。Q
A

潤いのある町づくり条例に沿って、地域に合った大
きさ、形で建てていると思います。事業を長く続け
て欲しいと指導しています。

今、建設ラッシュになっていますが、何らかの関係
で、廃墟になった時の対応は。

Q

A

「自然災害の避難場所
は確保されていますか」
　他

災害協定は、38の企業、団体と協定を締結しており
ます。連携協定は、17社と協定を締結しています。

災害協定や連携協定等、団体や企業と何件の協定を
結んでおりますか。

Q

A

全ての企業、団体と定期的な話合いを行っているわ
けではございません。協定内容の見直し、また必要
が生じた場合に、不定期になりますけれども協議を
行っているところです。

協定を結んだ団体や企業と定期的な話合い等は行わ
れているでしょうか。

Q

災害の時はどのように連絡をされていますか。Q

A

建設関係で災害協定を結んでいる団体は3団体、47
社あります。災害が起きたと覚知した後、職員が実
際何がどう起きているか確認し、その上で、災害協
定を結んでいる団体等の支部長さん、または地域に
近い事業者さんに連絡をさせていただいて、対応が
できるかどうかという返事を先にいただき、対応が
できなければ、また違うところを探しています。

A

「災害協定・連携協定に
ついて」　他

農業生産に係る消費税及び食料品消費税撤廃を求める意見書

Q渕野けさ子議員は、軽減税率（8％）
との関係、建設・製造業など他産業も
重い負担を抱える中で農業限定とする

妥当性を質問。
A佐藤人己議員は、深掘り議論までは至らずと答弁。
A髙田龍也議員が、食料は生存必需品。生産・販売
両段階の消費税を外せば物価を抑え、農家と消費
者双方を守れると補足。

Q田中真理子議員は、税率を8％から5％や3％へ段
階的に下げる案の有無、米以外の食料品の扱いを
質す。

A髙田龍也議員は、国内農業者支援を最優先に設計
した。全品目撤廃を求めるが、象徴的に米を明示
したと説明。

反対：渕野けさ子議員は、農業支援は賛
同するが、税制だけでなく人材不足対策
や所得補償など総合策が不可欠。消費税

の拙速な撤廃は慎むべきと主張。
賛成：髙田龍也議員は、物価高と高齢化で農業は
待ったなし。まず税を取らず資金繰りを楽にし、若
者就農の誘因にもなる。地方から減税を訴える意義
は大きいと強調。

令和7年6月27日定例会。発議第3号「農業生産に係る消費税及び食料品消費税撤廃を求める
意見書」を佐藤人已議員が上程し、委員会付託を省略して全員審議へ。

質疑 討論
台風10号については、由布市全体で647件、国から
災害査定を受けております。現在、農道や水路を中
心に発注を進めております。令和7年8月以降の契約
に向けて準備を進めています。申請者の負担につい
ては工事費に農地であれば2.2％、施設であれば
0.3％を乗じた額となります。今後も状況報告、補助
率と負担率等々のお知らせをしていきます。

台風10号により被害に遭った農家の対応は。Q
A

要望は134件あります。計画的な対応を検討中であ
ります。

市道路線の要望に対しての処理は。Q
A

柚ノ木地区導水管管理道路舗装工事の状況について
令和7年1月30日に竣工し、終了しています。令和7
年分も工事をしてまいります。

東部簡易水道について。Q
A

1.2メートルの柵を100メートル単位で三分の二の
補助があります。

イノシシ対策の金網について。Q
A

「台風10号により被害に
遭った農家の対応」　他

市
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採決の結果
賛成12反対5で可決。
意見書は衆参議長ほか政府関係閣僚へ送付した。

●加藤 幸雄　議員　「自然災害の避難場所は確
保されていますか」　他

●佐藤 人已　議員　「台風10号により被害に
遭った農家の対応」　他

●坂本 光広　議員　「災害協定・連携協定につ
いて」　他

●加藤 裕三　議員　「湯布院観光（トイレ及びホ
テル等建設対策）について」　他

●田中 真理子　議員　「今後の地方創生の充実
に向けどのように検討していくのか」　他

●志賀 輝和　議員　「子ども子育て支援策につ
いて」　他

●平松 惠美男　議員　「由布市の水道事業の今
後について」　他

●佐藤 孝昭　議員　「由布市のスポーツ振興と
施設について」　他

●渕野 けさ子　議員　「挾間中学校体育館の大
規模改修について」　他

●佐藤 郁夫　議員　「庄内地域の幼稚園、小中学
校の規模及び配置の適正化の進捗状況は」　他

●髙田 龍也　議員　「市が貸与する土地は地価
変動時に契約変更できるのか」　他

●太田 洋一郎　議員　「宿泊税導入に向けた準
備はどこまで進んでいる」　他
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委員会報告 一般質問一般質問

太田 洋一郎 議員

佐藤 郁夫 議員志賀 輝和 議員 平松 惠美男 議員 髙田 龍也 議員

佐藤 孝昭 議員

「由布市議会だより」の
 表紙写真を募集中！
「由布市議会だより」の
 表紙写真を募集中！
年4回（5月・8月・11月・2月）市内
の全世帯に届けられる「由布市議会だより」表紙を
あなたの写真で飾ってみませんか？

「由布市」をテーマとした、人物、四季折々の風景、お
祭り、地域行事などの写真。

市議会ホームページ、議会だよりの
ページにある受付フォームに沿って
必要事項を入力し、応募することが
できます。

応募締切日

応募方法

募集する写真

※応募条件、応募上の注意点、
選考方法等の詳細については
「募集要領」をご覧下さい。 （市議会HPへのリンク）

応
募
フ
ォ
ー
ム
、

募
集
要
領
に

つ
い
て
は

こ
ち
ら
か
ら

次回、11月発刊号の表紙写真
応募の締切日は
令和7年10月10日です。

渕野 けさ子 議員

経済的支援は児童扶養手当、医療費助成、高等職業訓
練促進給付金、自立支援教育訓練給付金等の支給をし
ている。精神的支援は子育て支援課に母子父子自立支
援員を配置し生活一般や、子育てに関する不安や悩み
等に寄り添う支援をしている。

ひとり親世帯への経済的支援並びに精神的支援策を問う。Q
A

1歳6ヶ月検診、3歳児検診、6ヶ月検診を行い早期
発見に努めている。

発達障害者支援について伺う。早期発見のための対策は。Q
A

療育施設への紹介、親子教室・子育て相談会を通し
て、保護者及び関係機関が共通認識をもって就学に
つなげるようにしている。

保護者に対しての支援策は。Q
A

特別支援員兼就学指導員が保護者との面談で、小学校
に入学する前に出来そうな支援の紹介、療育機関の紹
介等保護者の不安を払拭する取り組みを行っている。

教育委員会の保護者支援策は。Q
A

「子ども子育て支援策に
ついて」　他

※他に、子ども誰でも通園制度、子ども第3の居場所運
営について質問をしました。

「挾間中学校体育館の
大規模改修について」
　他

南海トラフ巨大地震に備えて九州内119人の市長
で構成される九州市長会で各自治体の課題が共有
されたと思うが、由布市の課題と具体的な内容
は。県内の市長会との連携は。

Q

具体的には九州市長会の中にONE　KYUSHUプ
ロジェクトチームが立ち上がり、3つの部会が設け
られている①九州ブランド部会、②行政運営とま
ちづくり部会、③南海トラフ・大地震災害対応部
会。私は南海トラフ・大地震災害対応部会に籍を
置いて、今後議論を深めていく。県内の自治体は
災害時応援協定を締結。

A

挾間中学校体育館の大規模改修について具体的内
容を伺いたい。

Q

まず外壁とサッシや扉などの建具の改修、照明の
LED化、多目的トイレの新設とトイレ洋式化、エ
アコンの設置。工事は夏休みからで2月中旬の完成
を目指している。

A

冷水器の設置はできないか。（3回目の質問）Q
生徒の熱中症対策の有効な取組の一つ、冷水器の
設置は引き続き検討していきたい。

A

県が導入を表明し、大分県観光振興財源検討会議を設
け、別府市と連携して検討を進めているが、由布市も
この検討会議に事務レベルで参加しており、情報把握
に努めている。
今後は動向を注視し遅れが生じないよう観光振興財源
として活用方法を検討し、協議会を設け進めたい。

新たな財源として導入を検討している宿泊税だが、
進捗状況はどうか。また、大分県でも、導入に向け
先行する別府市を参考に検討されているが、状況は
把握しているか。

Q

A

県と別府市は令和8年度の6月議会に条例案を上程し
たいと考えている。後れを取らないよう、いつでも
スタートが切れるようにしたい。

その他、ポイ捨て等防止条例施行後の課題について、
太陽光発電2032問題について質問しました。

以前、福岡県と福岡市が導入に向け協議が難航した
と報道されたが、遅れることなく進めて欲しい。

Q

A

「宿泊税導入に向けた
準備はどこまで進んで
いる」　他

令和6年1月1日から料金改定を行い令和9年度末ま
で激変緩和措置を設定、新水道料金体系に完全移行
するのは令和10年4月分からとなる、試算では完全
移行後に約1億円の料金収入の増収を見込んでいた
が資材の高騰など諸物価の上昇が著しく厳しい経営
状況が予想される、健全な経営を維持するために水
需要や今後の経済動向を注視している。

令和5年度に水道料金を改定したが最近の物価高や
経済状況を鑑みて当初の計画どおりに健全経営が見
込めるか。

Q

A

今月の入札に付し計画排水路周辺の現状調査や概算
工事費等が算出されその成果資料を基に今後の事業
実施について検討を行う。

挾間町下市地区排水路整備測量設計事業の進捗状況
と今後について。

Q

A

水路が交わる箇所の改良や水路の拡幅改良が考えら
れる、関係課が連携し土地改良区等と協力して対応
する計画。

挾間・由布川地域の宅地開発に伴い雨水が最終的に
初瀬井路に集中することが多い、今後の対策は。

Q

A

「由布市の水道事業の
今後について」　他

少子化、人口減少に伴い庄内地域では小中学校の児童
生徒数の減少のペースが速く、その状況は認識してい
る。適正規模適正配置に関し、基本的な考え方をまと
め、先生や保護者等へ説明し意見交換を図りたい。

庄内地域の幼稚園、小中学校の規模及び配置の適正
化の進捗状況は。

Q

A

目撃情報があった場合は、学校や保育園及び警察に
周知を行い、パトロールや注意喚起と対応マニュア
ルの周知を行っている。農作物被害が確認された地
区は、捕獲従事者による箱わなや銃器で駆除を行っ
ている。

野生鳥獣による農林水産物被害軽減対策について、
猿対策はどうなっているのか。

Q

A

市内中学3年生に意識調査をして、由布高校に進学
を考えている生徒のうち、自分の学力に合っている
から、やりたい部活動がある等多くの理由がありま
した。これらの声を参考に、発信の工夫に向けた協
議を重ねていく。

連携型中高一貫教育の由布高校について、中高連携
のメリットを生かし切れているのか。

Q

A

「庄内地域の幼稚園、小中
学校の規模及び配置の適
正化の進捗状況は」　他

必要性は感じているが、公共施設総合管理計画に
基づき検討をしている。

市が所有する体育館施設に熱中症予防対策も含め
エアコン・空調設備、トイレの洋式化、身障者用
に整備する必要があるが計画はしているか。

Q

A

選手達が一旦クールダウンできる場所は必要と感
じるので調査研究します。

ほかに「庄内地域の過疎地域持続的発展計画は」「まちづ
くり協議会の今後の展望について」「自治委員連合会の要
望対応について」等質問しました。

スポーツ大会や健康促進行事を司る団体の長とし
ても、熱中症対策のできてない施設での運営は怖
いです。体育館エアコンが無理ならクーラース
ポットを作るなりの対応・対策を願います。

Q

A

スポーツ推進審議会が存在するが、開催できてな
いので、そこで協議していきたい。

市のスポーツ施設の利用運営状況、利用者からの
評判や評価等を協議する「利用振興会議」をして
必要性や現状把握・今後の方針を決めた方がいい
のでは。

Q

A

「由布市のスポーツ振
興と施設について」　
他

契約条文により、疑義が生じた際に協議が可能で地価
変動にも対応可。

市が貸与する土地は地価変動時に契約変更できるのか。Q
A

ジェイリースが経費負担・管理人配置。市民団体の利用
は従来通り。広報は検討中。管理人は棟専属で、グラウ
ンドは市が管理。

上原サッカー場管理棟を企業が管理することによる市
民利用への影響は。

Q

A

制度研究とニーズ調査を進める。令和7年産は1,176ha
で、活用可能面積に対し43.5％削減。対策強化へ。

新規就農支援にふるさと納税型クラウドファンディング活
用は可能か、水田構造改革による米作付面積の目安は。

Q

A

制度は可能だが、継続性や審査が課題。A

譲渡対象は市外定住希望者で国籍不問。法令・条例に
基づき譲渡・相続は対応可能。譲渡者死亡時は条例に
より買戻しなども適用予定。

外国籍住民への定住促進宅地譲渡に懸念。GATS協定見
直しの必要性を提言し、地域説明の徹底を求めます。

Q

A

価格高騰を受け、水田再生や輸出促進など行政支援を
お願いします。

「市が貸与する土地は
地価変動時に契約変更
できるのか」　他
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委員会報告 一般質問一般質問

太田 洋一郎 議員

佐藤 郁夫 議員志賀 輝和 議員 平松 惠美男 議員 髙田 龍也 議員

佐藤 孝昭 議員

「由布市議会だより」の
 表紙写真を募集中！
「由布市議会だより」の
 表紙写真を募集中！
年4回（5月・8月・11月・2月）市内
の全世帯に届けられる「由布市議会だより」表紙を
あなたの写真で飾ってみませんか？

「由布市」をテーマとした、人物、四季折々の風景、お
祭り、地域行事などの写真。

市議会ホームページ、議会だよりの
ページにある受付フォームに沿って
必要事項を入力し、応募することが
できます。

応募締切日

応募方法

募集する写真

※応募条件、応募上の注意点、
選考方法等の詳細については
「募集要領」をご覧下さい。 （市議会HPへのリンク）

応
募
フ
ォ
ー
ム
、

募
集
要
領
に

つ
い
て
は

こ
ち
ら
か
ら

次回、11月発刊号の表紙写真
応募の締切日は
令和7年10月10日です。

渕野 けさ子 議員

経済的支援は児童扶養手当、医療費助成、高等職業訓
練促進給付金、自立支援教育訓練給付金等の支給をし
ている。精神的支援は子育て支援課に母子父子自立支
援員を配置し生活一般や、子育てに関する不安や悩み
等に寄り添う支援をしている。

ひとり親世帯への経済的支援並びに精神的支援策を問う。Q
A

1歳6ヶ月検診、3歳児検診、6ヶ月検診を行い早期
発見に努めている。

発達障害者支援について伺う。早期発見のための対策は。Q
A

療育施設への紹介、親子教室・子育て相談会を通し
て、保護者及び関係機関が共通認識をもって就学に
つなげるようにしている。

保護者に対しての支援策は。Q
A

特別支援員兼就学指導員が保護者との面談で、小学校
に入学する前に出来そうな支援の紹介、療育機関の紹
介等保護者の不安を払拭する取り組みを行っている。

教育委員会の保護者支援策は。Q
A

「子ども子育て支援策に
ついて」　他

※他に、子ども誰でも通園制度、子ども第3の居場所運
営について質問をしました。

「挾間中学校体育館の
大規模改修について」
　他

南海トラフ巨大地震に備えて九州内119人の市長
で構成される九州市長会で各自治体の課題が共有
されたと思うが、由布市の課題と具体的な内容
は。県内の市長会との連携は。

Q

具体的には九州市長会の中にONE　KYUSHUプ
ロジェクトチームが立ち上がり、3つの部会が設け
られている①九州ブランド部会、②行政運営とま
ちづくり部会、③南海トラフ・大地震災害対応部
会。私は南海トラフ・大地震災害対応部会に籍を
置いて、今後議論を深めていく。県内の自治体は
災害時応援協定を締結。

A

挾間中学校体育館の大規模改修について具体的内
容を伺いたい。

Q

まず外壁とサッシや扉などの建具の改修、照明の
LED化、多目的トイレの新設とトイレ洋式化、エ
アコンの設置。工事は夏休みからで2月中旬の完成
を目指している。

A

冷水器の設置はできないか。（3回目の質問）Q
生徒の熱中症対策の有効な取組の一つ、冷水器の
設置は引き続き検討していきたい。

A

県が導入を表明し、大分県観光振興財源検討会議を設
け、別府市と連携して検討を進めているが、由布市も
この検討会議に事務レベルで参加しており、情報把握
に努めている。
今後は動向を注視し遅れが生じないよう観光振興財源
として活用方法を検討し、協議会を設け進めたい。

新たな財源として導入を検討している宿泊税だが、
進捗状況はどうか。また、大分県でも、導入に向け
先行する別府市を参考に検討されているが、状況は
把握しているか。

Q

A

県と別府市は令和8年度の6月議会に条例案を上程し
たいと考えている。後れを取らないよう、いつでも
スタートが切れるようにしたい。

その他、ポイ捨て等防止条例施行後の課題について、
太陽光発電2032問題について質問しました。

以前、福岡県と福岡市が導入に向け協議が難航した
と報道されたが、遅れることなく進めて欲しい。

Q

A

「宿泊税導入に向けた
準備はどこまで進んで
いる」　他

令和6年1月1日から料金改定を行い令和9年度末ま
で激変緩和措置を設定、新水道料金体系に完全移行
するのは令和10年4月分からとなる、試算では完全
移行後に約1億円の料金収入の増収を見込んでいた
が資材の高騰など諸物価の上昇が著しく厳しい経営
状況が予想される、健全な経営を維持するために水
需要や今後の経済動向を注視している。

令和5年度に水道料金を改定したが最近の物価高や
経済状況を鑑みて当初の計画どおりに健全経営が見
込めるか。

Q

A

今月の入札に付し計画排水路周辺の現状調査や概算
工事費等が算出されその成果資料を基に今後の事業
実施について検討を行う。

挾間町下市地区排水路整備測量設計事業の進捗状況
と今後について。

Q

A

水路が交わる箇所の改良や水路の拡幅改良が考えら
れる、関係課が連携し土地改良区等と協力して対応
する計画。

挾間・由布川地域の宅地開発に伴い雨水が最終的に
初瀬井路に集中することが多い、今後の対策は。

Q

A

「由布市の水道事業の
今後について」　他

少子化、人口減少に伴い庄内地域では小中学校の児童
生徒数の減少のペースが速く、その状況は認識してい
る。適正規模適正配置に関し、基本的な考え方をまと
め、先生や保護者等へ説明し意見交換を図りたい。

庄内地域の幼稚園、小中学校の規模及び配置の適正
化の進捗状況は。

Q

A

目撃情報があった場合は、学校や保育園及び警察に
周知を行い、パトロールや注意喚起と対応マニュア
ルの周知を行っている。農作物被害が確認された地
区は、捕獲従事者による箱わなや銃器で駆除を行っ
ている。

野生鳥獣による農林水産物被害軽減対策について、
猿対策はどうなっているのか。

Q

A

市内中学3年生に意識調査をして、由布高校に進学
を考えている生徒のうち、自分の学力に合っている
から、やりたい部活動がある等多くの理由がありま
した。これらの声を参考に、発信の工夫に向けた協
議を重ねていく。

連携型中高一貫教育の由布高校について、中高連携
のメリットを生かし切れているのか。

Q

A

「庄内地域の幼稚園、小中
学校の規模及び配置の適
正化の進捗状況は」　他

必要性は感じているが、公共施設総合管理計画に
基づき検討をしている。

市が所有する体育館施設に熱中症予防対策も含め
エアコン・空調設備、トイレの洋式化、身障者用
に整備する必要があるが計画はしているか。

Q

A

選手達が一旦クールダウンできる場所は必要と感
じるので調査研究します。

ほかに「庄内地域の過疎地域持続的発展計画は」「まちづ
くり協議会の今後の展望について」「自治委員連合会の要
望対応について」等質問しました。

スポーツ大会や健康促進行事を司る団体の長とし
ても、熱中症対策のできてない施設での運営は怖
いです。体育館エアコンが無理ならクーラース
ポットを作るなりの対応・対策を願います。

Q

A

スポーツ推進審議会が存在するが、開催できてな
いので、そこで協議していきたい。

市のスポーツ施設の利用運営状況、利用者からの
評判や評価等を協議する「利用振興会議」をして
必要性や現状把握・今後の方針を決めた方がいい
のでは。

Q

A

「由布市のスポーツ振
興と施設について」　
他

契約条文により、疑義が生じた際に協議が可能で地価
変動にも対応可。

市が貸与する土地は地価変動時に契約変更できるのか。Q
A

ジェイリースが経費負担・管理人配置。市民団体の利用
は従来通り。広報は検討中。管理人は棟専属で、グラウ
ンドは市が管理。

上原サッカー場管理棟を企業が管理することによる市
民利用への影響は。

Q

A

制度研究とニーズ調査を進める。令和7年産は1,176ha
で、活用可能面積に対し43.5％削減。対策強化へ。

新規就農支援にふるさと納税型クラウドファンディング活
用は可能か、水田構造改革による米作付面積の目安は。

Q

A

制度は可能だが、継続性や審査が課題。A

譲渡対象は市外定住希望者で国籍不問。法令・条例に
基づき譲渡・相続は対応可能。譲渡者死亡時は条例に
より買戻しなども適用予定。

外国籍住民への定住促進宅地譲渡に懸念。GATS協定見
直しの必要性を提言し、地域説明の徹底を求めます。

Q

A

価格高騰を受け、水田再生や輸出促進など行政支援を
お願いします。

「市が貸与する土地は
地価変動時に契約変更
できるのか」　他
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■令和７年第２回定例会で審査した請願・陳情の結果

■賛否一覧表

請願２ 採択義務教育費国庫負担制度の堅持を求める請願
大分県教職員組合由布支部
執行委員長　高尾　行一

請願３ 採択請願書（地方財政の充実・強化に関する意見書）
大分県地方自治研究センター
理事長　中山　敬三

請願４ 趣旨採択2025年度大分県最低賃金の改正等に関する意見書の請願
連合大分　中部地域協議会
議長　利光　吉広

陳情３ 継続審査
過疎地に合った運行方法と経費で、高齢者・生徒が必要とす
るときに必要な所を走るように見直してほしい(陳情)
～「ハブ＆スポーク」と「ユータク」の提案～

もっと便利なコミュニティバスを考える会
代表　千竃　八重子

［令和７年第２回定例会］ 
※〇＝賛成、●＝反対、除＝除斥　　議長（甲斐裕一）は採決に加わらない。
※その他の上程された議案については、全員一致で認定・承認・同意・可決した。

議員名

議案名

議
決
結
果

首

　藤

　善

　友

志

　賀

　輝

　和

髙

　田

　龍

　也

坂

　本

　光

　広

吉

　村

　益

　則

田

　中

　廣

　幸

加

　藤

　裕

　三

平

　松

　惠
美
男

太

　田

　洋
一
郎

加

　藤

　幸

　雄

鷲

　野

　弘

　一

長
谷
川

　建

　策

佐

　藤

　郁

　夫

渕

　野

　け
さ
子

佐

　藤

　人

　已

田

　中

　真
理
子

佐

　藤

　孝

　昭

甲

　斐

　裕

　一

除 － ● ○ ● ● ● 欠 ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ●

－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

－ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○

5：10

　
反
対

賛
成：

15：2

12：5

原案
否決

原案
可決

原案
可決

発議２

発議３

発議５

農業生産に係る消費税および食料
品消費税撤廃を求める意見書

ゆたかな学びの実現と教職員定数
の改善及び義務教育費国庫負担制
度の堅持を求める意見書

由布市議会議長甲斐裕一氏の不信
任決議案
※議長が除斥のため、副議長
（佐藤孝昭）により議事進行

由布市議会ホームページ
議会広報
編集特別
委員会

委員長 副委員長

次の由布市議会は９月４日（木）に開会予定です（令和７年第３回定例会）

委　員

志賀　輝和　　髙田　龍也　 【特集】由布市こども未来議会を開催しました ……… １～２
●令和７年第２回定例会
　　概要 …………………………………………………… 3
　　議長不信任案について………………………………… 3
　　議案質疑 ……………………………………………… 4

　　常任委員会報告 ………………………………… 5～6
　　意見書を提出しました ………………………………… 7
●市政を問う（一般質問）…………………………… 7～10
●表紙写真の募集 ……………………………………… 10
●請願・陳情結果、賛否一覧、編集後記等 ………… 裏表紙

Contents

由布市議会に関する情報を
随時お届けします！

区　分 件　名 代表提出者 結　果

田中真理子　渕野けさ子　加藤　幸雄
太田洋一郎　加藤　裕三　田中　廣幸
坂本　光広

由布市議会だよりNo.78の掲載内容につきまして、2ページの表記に誤りがございました。正しくは、次のとおりです。お詫
びして訂正いたします。【誤】ポイ捨て防止事業6,786万円→【正】ポイ捨て防止事業679万円

議員は公職選挙法に基づき
以下の行為は

禁止されております。 　今年の梅雨は、例年と違っ
て雨が無くいつの間にか明けていた。ただ、この暑さ
は異常としか思えないくらい、夏はこれからなのに。
　先日、漫画「私が見た未来」の内容がSNSなどで拡
散されたことがきっかけかは分かりませんが、あんな
に賑わっていた湯布院に観光客がいなくなっていまし
た。湯布院だけではないと思いますが、平成28年の大
分地震の状況を思い出します。日常に戻ることを願っ
ています。さて、由布市が誕生して20周年を迎えま
す。記念事業等も予定されていますが、由布市の未来
に向け、更なる飛躍を目指し日々努力していきたい。

加藤 裕三 

編 集 後 記

●地域の行事やスポーツ大会への
　寄附や差し入れ
●お祭りへの寄附や差し入れ
●お中元やお歳暮
●年賀状や暑中見舞いなど時候の挨拶
●病気見舞い
●葬式の花輪や供花
●本人が出席しない場合の結婚祝や香典
●初盆のお供えやご仏前

市民の皆様のご理解を
よろしくお願いいたします。

特集 2025年由布市こども未来議会　由布高校生×由布市議会


